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目的：  

エコチル調査に参加していただいた妊婦から生まれた子どもの先天性形態異常について、福島ユニットセンター（UC）

の参加者とその他の14UC （北海道、宮城、富山、甲信、千葉、神奈川、愛知、京都、大阪、兵庫、鳥取、高知、福岡、

南九州）参加者とで比較しました。 

 

方法：  

エコチル調査の参加者（妊婦）は、2011 年 1 月から 2014 年 3 月までの期間にリクルートが行われ、福島 UC では、

2012 年 10 月からは福島県全域で妊婦のリクルートが行われました。福島 UC とその他 14UC の子どもの先天性形態

異常の比較は、単変量解析と多重ロジスティック回帰分析を用いました。多重ロジスティック回帰分析における交絡因

子は、母親の年齢、肥満度、不妊治療、喫煙、アルコール摂取、多胎妊娠、妊娠合併症、感染症、子どもの性別を投

入しました。 

 

結果：  

対象となった子どもは、福島 UC の参加者で 12,958 人、その他 14UC の参加者で 88,771 人でした（流産も含む）。大

きな先天性形態異常（major anomaly）を有する子どもの頻度は、福島 UC は 2.50 %、その他 14UC は 3.01%でした。福

島 UC の大きな先天性形態異常を有する子どものオッズ比は、その他 14UC と比較すると、0.827（95%信頼区間 

0.736–0.929）でした。また、調整オッズ比は 0.852（95%C 信頼区間 0.752–0.958）でした。つまり福島 UC は、その他の

14UC と比較すると、オッズ比・調整オッズ比が有意に低いことがわかりました。 

 

考察（研究の限界を含める）：  

エコチル調査開始直後の 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では、福島県において原発事故が起こりまし

た。その後、福島県は様々な風評被害に遭い、今日に至っています。エコチル調査を用いた本解析結果では、東日本

大震災後に生まれた子どもが大きな先天性形態異常を有するリスクは、福島県はその他の地域に比較して、統計学

的に有意に低いことがわかりました。ただし、主な研究の限界として、本研究では放射線被ばく線量は検討されてはい

ません。参考までに、福島県県民健康調査「妊産婦に関する調査」では、福島県在住の妊婦の外部被ばく線量と子ど

もの先天性形態異常の発症率には、有意な関連がないことが報告されています(Yasuda et al. Journal of Epidemiology 

2022)。 

 

結論：  

東日本大震災後に、福島県で生まれた子どもの先天性形態異常の発症リスクは、全国と比較して高くはありませんで

した。 

 


